











占めている場合もある｡ このソフトウエアーメーカーは, 市場を独占するべく, 販売促進
の努力をおこなったり, 大規模な広告を行うかもしれない｡ これらの販売促進努力によっ











のような状況を取り込んだ確率進化モデルとなっている｡ 遠藤 (2005) は, Kandori,















and Terano (2006) では, 意思決定過程に確率過程を導入して市場の状態をモデル化す
ることに成功している｡ 彼らは, 財のCournot 型モデルにマルコフ連鎖型の社会学習モ
デルを応用して長期的な市場の状態がカオス的な振る舞いになることを明らかにした｡ ま




することが多い｡ しかしながら, 本稿では, 非定常状態を含めて確率過程の明示的な解を
表現し, 特徴付けを試みたい｡ また, 非定常状態を明示的に求めることで, 実証データに
よる検証も可能となるであろう｡
本稿の構成は下記のとおりである｡ 次章にてマスター方程式と呼ばれる市場占有率を記




基本モデルを紹介する｡ 市場には二種類の財が存在するとする｡ 便宜上, 第０財, 第１
財とする｡ 第０財を生産する企業を企業０第１財を生産する企業を企業１と呼ぶこととす





る｡ 市場占有率を変遷を評価するために, 状態集合を＝０, １,..., とおき, そ
の代表的な要素をとする｡ は第１財の市場における販売数量を表す指数であると解釈
















る｡ 状態からになる確率は, と定義される｡ ここで, は, 微小の
期間における第１財を選択する遷移確率と考えることができる｡ 同様にして, 状態か





と特定化する｡ ここで, は Rの任意のベクトルで, 広告戦略などの販売促進の効果を
測定する概念であるとする｡
は, 状態がの時, の消費者の各々がの割合で心変わり
















































によって記述される｡ 本稿の主要な目的は遷移の表す方程式 (3) を分析することにある｡
３ 基本的な性質































によって, 一意に与えられる｡ また, 定常分布,..., は, 初期条件に依
存せずに決まる｡
















マスター方程式 (3) の非定常解を明示的に表現し, 特徴付けを行う｡ 明示的に非定常




















































































































































































































































































































となる｡ マスター方程式 (10) から外部性の効果を分析することが可能となる｡ しかしな





























































































































































































てこなかった｡ 本稿では, この短期的な趨勢をも分析するにために, 明示的に非定常解を
解き, その性質を明らかにした｡ 主な帰結は, 以下にまとめられる｡ 両企業とも追加的な
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本稿のモデルの展望としては, 集合Ｎが有限でない場合どのようになるのか, また, 意
思決定問題を導入するとどのようになるのかなどが考えられよう｡
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しながら, 定常状態という長期的な視点から見ると, 初期条件に依存せずに, 企業のファ
ンダメンタルズによって市場占有率が決定される｡ 嗜好の変化とも呼べるエラー関数を導
入し, 外部効果の影響が市場占有率にどのような影響を与えるのかについても考察する｡
モデルの煩雑さのため定常状態での分析にとどまるが, エラー関数の導入によって, 長期
的には複数の市場占有率が起こりえることが判明する｡
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